
2017（H29）学部シラバス

視機能科学科 ／ 専門専攻科目群
授業科目 

臨床実習III（総合） 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
学内の講義や演習、実習で学んだ知識や技術を基に、実際に眼科医療機関の指導者から指導および助⾔を受けながら、より具体的かつ個
別的に視能検査および訓練を実践する。
これまで⾝に付けた知識および技術と現場で学ぶ実習との学習を統合し理解を深め、検査および訓練データの正しい評価を習得する。

授業の目的
実際の眼科医療現場の実習を通して、現場の指導者から指導を受けながら検査および訓練のプログラムを組み⽴て、実践する。得られた
データの正しい評価法を習得する。

学習目標
1. 視能訓練⼠の基本的知識や検査および訓練⼿技を対象者に即して実施できる。
2. 対象者の診断および治療⽅針に合わせて検査および訓練プログラムを⽴案できる。
3. 対象者に応じて選択した検査および訓練項目の妥当性を検証することができる。
4. 検査および訓練結果を適切に記録し、それらの情報から視覚機能を正しく評価できる。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法 
実習プロフィール︓10％
ルーブリック︓50％
実習報告会: 10％
実習事後レポート:30％

履修上の留意点
臨床実習IIIを履修するための要件を確認すること。
実習の⼿引きを熟読して臨床実習に参加すること。

オフィスアワー・連絡先
⽉〜⾦曜⽇の12時〜13時
P201
直通電話番号 025-257-4752
shikinou@nuhw.ac.jp

担当教員名
阿部 春樹 他 

対象学年 4 対象学科 視機

開講時期 前期 必修・選択 必修

単位数 5 時間数 225

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

実習事前指導 演習 阿部 春樹
他

1〜113 新潟⼤学医⻭学総合病院、⻑岡⾚⼗字病院、富⼭⼤学附属病院、⾦沢⼤学附属
病院ほか、新潟県内外の医療施設で臨床実習を⾏う。

臨床実習 各施設の実習
指導者

実習事後指導、実習報告会 (実習のまとめ) 演習 阿部 春樹
他

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書

参考書

その他の資料 実習の⼿引きを配布する。


